
社会カラー

�
会
社
の
沿
革
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

◆
当
社
に
と
っ
て
過
去
の

大
き
な
転
機
は
、
一
つ
目
は

明
治
維
新
後
の
幕
藩
体
制
崩

壊
や
化
学
染
料
の
普
及
に
よ

る
紅
花
商
売
の
衰
退
時
に
８

代
目
当
主
が
１
９
０
２
（
明

治
３５
）
年
に
「
紅
久
」
と
い

う
屋
号
で
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

業
へ
転
身
し
た
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
１９
年
に
「
合
名

会
社
紅
久
商
店
」
を
設
立
す

る
と
と
も
に
、
当
時
大
流
行

し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を

乗
り
越
え
た
こ
と
。そ
し
て
、

三
つ
目
は
５８
年
に
、
ト
ピ
ー

工
業
の
前
身
で
あ
る
東
都
製

鋼
豊
橋
製
鋼
所
開
設
に
伴
い

「
株
式
会
社
紅
久
商
店
」
を

設
立
し
、
原
料
納
入
を
開
始

し
た
こ
と
、
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

�
事
業
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

◆
東
三
河
に
あ
る
株
式
会

社
紅
久
の
４
事
業
所
と
浜
松

市
に
あ
る
子
会
社
の
中
村
金

属
興
業
株
式
会
社
で
、
金
属

リ
サ
イ
ク
ル
と
そ
の
周
辺
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

発
生
元
か
ら
回
収
し
た
鉄
、

非
鉄
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
元

に
独
自
の
選
別
、
加
工
技
術

に
よ
っ
て
高
品
位
の
リ
サ
イ

ク
ル
原
料
を
創
り
出
し
、製
鉄

メ
ー
カ
ー
や
、
非
鉄
精
錬
メ

ー
カ
ー
へ
納
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、東
三
河
で
は
唯
一
、

国
指
定
「
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
認
定
事
業
者
」
で

も
あ
り
ま
す
。
廃
小
型
家
電

の
再
資
源
化
へ
の
高
い
技
術

力
と
環
境
負
荷
低
減
効
果
が

評
価
さ
れ
、
「
２
０
１
７
愛

知
環
境
賞
・
銀
賞
」
「
豊
橋

商
工
会
議
所
環
境
経
営
賞
・

最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
の
高
い
技
術
力
を
活

用
し
、
今
夏
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
「
都
市
鉱

山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ

も
参
画
し
、
循
環
型
社
会
の

形
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
建
物
解
体
、

設
備
撤
去
、
そ
の
他
産
業
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
、
中
間
処

理
ま
で
、
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

の
周
辺
事
業
に
関
わ
る
営
業

活
動
を
多
岐
に
わ
た
り
続
け

て
い
ま
す
。

�
一
昨
年
は
Ｍ
＆
Ａ
に
よ

り
浜
松
に
も
進
出
し
ま
し

た
。◆

２
０
１
９
年
１２
月
１８
日

付
を
も
っ
て
、
紅
久
商
店
は

浜
松
市
の
「
中
村
金
属
興
業

株
式
会
社
」
の
発
行
済
全
株

式
を
取
得
し
、
同
社
を
完
全

子
会
社
化
し
ま
し
た
。

浜
松
地
区
は
ス
ズ
キ
、
ホ

ン
ダ
、
ヤ
マ
ハ
を
は
じ
め
と

す
る
大
規
模
な
生
産
工
場
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
金
属
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
一
大
発
生
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
以
前
よ
り
魅
力

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

中
村
金
属
興
業
は
、
１
９

３
７
年
創
業
の
老
舗
企
業
で

す
が
、
縁
あ
っ
て
当
社
の
グ

ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
私
が
社
長
を
兼
務
し
て
い

ま
す
が
、
当
社
の
培
っ
て
き

た
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を

中
村
金
属
興
業
へ
導
入
す
る

と
と
も
に
、
会
社
の
仕
組
み

の
近
代
化
を
進
め
て
い
ま

す
。一

方
、
中
村
金
属
興
業
が

長
年
開
拓
し
て
き
た
金
属
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
集
荷
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
運
送
力
を
生
か
し
な

が
ら
、
紅
久
本
体
と
の
相
互

流
通
を
進
め
る
こ
と
で
、
シ

ナ
ジ
ー
効
果
を
生
み
始
め
て

い
ま
す
。

�
社
名
変
更
の
動
機
、
思

い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
で
不
安
定
な
世
の
中
と

な
り
ま
し
た
。
紅
久
の
先
人

の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
１
９

０
２
年
に
「
紅
久
」
と
い
う

屋
号
で
従
来
の
紅
花
商
か
ら

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
業
に
業
種

を
大
転
換
し
、
１９
年
に
「
合

名
会
社
紅
久
商
店
」
と
い
う

商
号
で
会
社
組
織
に
し
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
、
ス
ペ
イ
ン

風
邪
が
大
流
行
し
日
本
国
内

で
４５
万
人
も
の
死
者
が
出
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
の
日
本
の
人
口

は
現
在
の
約
半
分
の
５
６
０

０
万
人
程
度
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
国
内
の
死
亡
者
数
は
８

０
０
０
人
。
人
口
あ
た
り
の

死
者
数
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
も

の
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ

ど
高
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
の
医
療
技
術
、

衛
生
環
境
を
考
え
る
に
つ

け
、
当
時
の
苦
難
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
当
社

の
先
人
は
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
１
０
０
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
時
代

の
変
遷
を
超
え
事
業
を
継
続

す
る
た
め
に
は
、
会
社
経
営

も
刷
新
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
古
き
皮
袋
に
新
し
い
酒

を
入
れ
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
、
新
し
い
皮
袋
を
用
意
す

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
時
代

に
合
わ
せ
て
会
社
を
経
営
し

て
い
く
た
め
に
は
皮
袋
、
す

な
わ
ち
会
社
の
器
を
新
し
く

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

会
社
の
仕
組
み
の
ル
ー
ル

化
、
近
代
化
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
順
守
、
社
員
の
働

き
方
改
革
な
ど
の
内
部
統
制

を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
度

な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
追
求

を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
社

名
変
更
を
決
断
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
古
き
よ
き
も
の

は
残
し
た
い
。
例
え
ば
、
人

と
人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
す

る
、
信
頼
関
係
、
義
理
堅
さ

を
大
切
に
す
る
、
社
員
に
も

お
取
引
先
に
対
し
て
も
情
の

厚
い
社
風
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
、
そ
の
象

徴
と
し
て
伝
統
と
歴
史
に
基

づ
く
信
用
を
大
切
に
す
る

「
紅
久
」
と
い
う
商
号
に
は

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
残
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

�
こ
れ
か
ら
の
会
社
経
営

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
お
考
え
な
の
か
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ

ア
市
場
の
影
響
を
大
き
く
受

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

の
動
き
に
機
敏
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
最
先
端
の
近

代
設
備
、
高
度
な
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
を
導
入
し
、
高
品
位

な
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
製
造

を
追
求
し
、
資
源
の
国
内
循

環
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
が
提
唱
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

目
標
を
企
業
が
掲
げ
始
め
て

い
ま
す
。
脱
Ｃ
Ｏ
２
が
叫
ば

れ
る
今
、
リ
サ
イ
ク
ル
原
料

で
あ
る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
主

原
料
と
し
て
製
鉄
電
気
炉
メ

ー
カ
ー
へ
の
原
料
供
給
需
要

は
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

創
業
当
時
か
ら
の
お
付
き

合
い
で
、
地
元
豊
橋
の
電
気

炉
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ト

ピ
ー
工
業
を
は
じ
め
と
す
る

販
売
先
、
仕
入
れ
先
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
現
場

力
の
あ
る
機
動
的
な
企
業
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
期

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
江
戸
時
代
創
業
と

い
う
長
い
歴
史
と
信
用
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
最
先
端
の

高
度
な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の

研
鑽
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て

「
歴
史
は
古
く
、
情
に
厚
く
、

人
に
優
し
い
が
、そ
の
一
方
、

近
代
的
な
企
業
体
質
と
最
新

鋭
の
技
術
力
を
併
せ
持
つ
」

社
風
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
は
、
金
属

の
リ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
、
そ

の
周
辺
事
業
を
推
進
し
、
埋

蔵
す
る
貴
重
な
資
源
の
創
出

と
併
せ
、
廃
棄
物
の
減
量
と

地
球
環
境
の
保
全
を
す
る
こ

と
で
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

ま
す
」
が
当
社
の
企
業
理
念

で
す
。
企
業
活
動
を
一
生
懸

命
す
れ
ば
、
そ
れ
に
比
例
し

て
廃
棄
物
の
減
量
と
高
品
位

の
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
創
出

が
得
ら
れ
ま
す
。
「
お
取
引

先
の
利
益
」「
企
業
の
利
益
」

「
社
員
の
利
益
」
と
、
地
球

環
境
保
全
と
い
う
「
社
会
貢

献
」
が
両
立
す
る
働
き
甲
斐

の
あ
る
仕
事
で
あ
る
と
、
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
は
、
労
働
人
口
の
減

少
、労
働
法
の
改
正
な
ど
、課

題
は
多
い
で
す
が
、
５
Ｓ
の

行
き
届
い
た
工
場
、
安
全
管

理
体
制
の
強
化
、
職
場
環
境

の
向
上
、
組
織
の
近
代
化
を

進
め
、
持
続
可
能
な
会
社
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
手
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
紅
久
」
（
豊
橋
市
神

野
新
田
町
、
三
浦
裕
司
社
長
）
は
今
年
２
月
５
日
、

社
名
を
「
紅
久
商
店
」
か
ら
変
更
し
た
。
江
戸
時
代

創
業
の
伝
統
を
重
ん
じ
る
と
と
も
に
、
進
取
の
精
神

に
富
ん
だ
近
代
的
な
会
社
を
目
指
す
願
い
を
込
め

た
。
社
名
変
更
の
狙
い
や
今
後
の
会
社
経
営
に
つ
い

て
三
浦
社
長
に
聞
い
た
。

（
聞
き
手
・
原
基
修
東
愛
知
新
聞
社
社
長
）

金
属
リ
サ
イ
ク
ル

株
式
会
社
紅
久

三
浦
裕
司
社
長

社
名
変
更
を
決
断

１９６１年 ４月２日生まれ
８０年 県立時習館高校卒
８５年 早稲田大学政治経済学部卒、阪和興業株式会社入社
８８年 株式会社紅久商店入社
９５年 取締役

２００７年 代表取締役専務
１９年 代表取締役社長

前史 享保年間（１７００年代初期）より、豊橋市曲尺手町で紅
花商を営む。１７７５（安永４）年、吉田藩より紅花商御
用商人の営業許可を取得。以来、七代にわたり「紅屋
久兵衛」を襲名し、吉田藩御用達の頬紅、口紅などの
紅花化粧品を販売。

１９０２年 八代目当主三浦多吉が業種変更を決断。紅屋久兵衛に
ちなみ、「紅久」という屋号で豊橋市曲尺手町で金属
リサイクル業を創業。

１８～１９年 スペイン風邪流行。日本国内での死者は４５万人に達し
た。

１９年 三浦多吉を代表とする「合名会社紅久商店」を設立。
３０年 九代目当主三浦久兵衛が「合名会社紅久商店」の代表

社員となり、金属リサイクル業を拡大。
３１年 豊橋市駅前大通２に狭間町営業所と倉庫を開設し、金

属原料の貨車輸送を開始。
３７年 渥美線柳生橋駅隣接地に本社と倉庫を移転。鉄道引込

線を利用し貨車輸送を促進。
４５年 戦災により休業。
４７年 営業再開。
５８年 三浦伊久多郎を代表とする「株式会社紅久商店」を設

立。東都製鋼株式会社豊橋製鋼所（現トピー工業）稼
働に伴い指定直納問屋として原料納入開始。

６６年 花中町に本社事務所と工場を建設。
６９年 豊川市桜木町に豊川工場を建設。
７８年 豊橋市三弥町に東工場建設。
８９年 神野新田町に港工場建設。
９９年 豊川市白鳥町に白鳥工場建設。

２００２年 穂ノ原工業団地内に穂ノ原工場建設。
０７年 三浦圭吾氏が株式会社紅久商店 代表取締役社長に就

任。
１３年 小型家電リサイクル法認定事業者取得。本社事務所を

旧港工場敷地内に建設し、移転。本社工場として統合。
１７年 高度なリサイクル技術力と環境負荷低減効果が評価さ

れ「愛知環境賞銀賞」「豊橋商工会議所環境経営賞最
優秀賞」を受賞。

１９年 三浦裕司氏が株式会社紅久商店代表取締役社長に就任。
浜松市の金属リサイクル会社「中村金属興業株式会社」
の発行済全株式を取得し完全子会社化。

２１年 商号変更し社名を「株式会社紅久」に。

�
地
域
貢
献
活
動
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
当
社
が
企
業

会
員
と
な
っ
て
い
る
朝
倉
川

育
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ホ
タ

ル
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
森
づ

く
り
や
川
づ
く
り
を
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
毎
年
、
ホ
タ

ル
の
幼
虫
の
放
流
、
ご
み
拾

い
、
植
樹
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
私
自
身
理
事
と

し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
５

３
０
大
会
に
は
社
員
と
共
に

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
ス
ポ
ン

サ
ー
歴
は
長
く
、
２
０
０
８

年
の
Ｂ
Ｊ
リ
ー
グ
所
属
の

「
浜
松
・
東
三
河
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」
時
代
か
ら
ス
ポ
ン
サ

ー
と
な
り
応
援
を
続
け
て
い

ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
を
伝

え
よ
う
と
、
市
内
の
小
中
学

生
た
ち
の
工
場
見
学
を
受
け

入
れ
る
と
い
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
夏
休
み
に
は
市
内
の
中
学
生
を
招
い
て
企
業
見
学

会
を
実
施
し
、
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
学

習
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動 持

続
可
能
な
会
社

本社工場

本社事務所

《８》２０２１年（令和３年）３月２５日（木曜日）

伝統と最新鋭技術を併せ持つ

工場内を見学する子どもたち。
社会貢献も積極的に実施している

紅花商の時代に使われ
た吉田城に入るための
入城手形（安政４年）

新聞定価１カ月２５２０円 １部１１０円（税込み）

三浦社長略歴

沿 革

第３種郵便物認可


